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絶 対 依 嘱 ･勇 気 ･前 進 の た め の 戦 い

- あ るジャワ人 ロームシャの生涯 -

染 谷 臣 道 *

AbsoluteSubmissiontoAllah,BraveryandtheFightforAdvancement

From aLifeHistoryofanOldJavaneseRomushainSabah,Malaysia

YoshimichiSoMEYA*

InSabah,manyoftheromusha,orforcedlaborers,takenfrom JavabytheJapanese
MilitaryGovernmentduringWorldWarⅡarestillalive.Whenthewarended,theywere
obligedtostayinSabah.Amongthenativesthere,theyhaveearnedareputationfor
diligenceandgoodconduct,whichseemstoderivefrom theireffortstoadapttothe
differentculturesandsocietiesofSabah.Particularattentionshouldbepaidtotheways
ofthinkingoftheirleaders,whohavehadastronginfluenceontheircompatriots.Here,I
willintroducethelifehistoryofonesuchleader.

ThismancomesfromavillageonthenorthcoastofCentralJava.HeisapiousMuslim
andarationalman.Althoughhecameasaromusha,heinsiststhathecameofhisownwill.

Inthusemphasizingthevoluntaryaspectandde-emphasizingthepassiveaspectofthe
forcedlabor,heshowedhisspiritofindependence.Nowheiswell-off,andheattributeshis
successtoabsolutesubmissiontothewillofAllah,andhisownbraveryandwillingnessto
fightforadvancement.

1993年, コタキナパル市か ら北西方向約 30キロほど行 った トゥアランのある村で,筆者は

｢ブンガワン･ソロ (ソロ河)｣の歌声を聞いた｡その村に住み込んで ドゥスンの法文化を調査

してきた宮本勝氏の帰国に当たって村の人々が送別会を催 した時のことであった｡

｢ブンガワン･ソロ｣はいうまでもなくジャワの名曲の一つである｡ それがサバで歌われた｡

どのような経過をたどって ドゥスンの人々が口ずさむようになったのか｡それはよく判 らな

い｡ しか しそれがジャワ文化流入の一例であったことはまざれもない事実であった｡

インドネシアでは労働力が余 り,マレーシアではそれが不足 している｡ 隣 り合 った国の間の

この労働力の不均衡のために,サバ州でも多 くのインドネシア人労働者を見かけるようになっ

た｡ もちろんその大多数はいわゆる出稼 ぎで,彼 らは数カ月あるいは数年のあいだ働 くとやが
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てインドネシアに戻る｡ その中には再びサバにやってくる者 もいるし,兄弟や同郷者を伴 って

くる者 もいる｡ そうした出稼ぎ者のなかにジャワ人 も多 く含まれている｡

若者が圧倒的に多い出稼 ぎ者の他に,サバがまだ北ボルネオ特許会社の所有地だった戦前,

ゴム園労働者として渡 ってきた人々の子孫や本稿で紹介する元 ロームシャもたくさん住んでい

る｡これら多数のインドネシア人は勤勉で,品行方正だとしてサバ社会では概 して評判がいい｡

そういう彼 らがジャワ文化の貝現者 としてサバの人々になん らかの影響を与えてきたことは想

像に難 くない｡彼 らの評判は良いわけだが,そのために彼 らは地道な努力を積み重ねてきたの

であった｡

サバのインドネシア人社会を支えている団体がある｡｢サバ ･サラワク在住インドネシア人

家族連合 PerhimpunanKeluargaIndonesiaSabah-Sarawak｣という名称の組織で,普通,

プルキサ (PERKISA)という略称で呼ばれている｡ プルキサの副会長であるイスム ･マルガン

ディ氏の説明とプルキサの定款に記載されているところを要約すれば,この団体の目的はサ

バ ･サラワクに住んでいるインドネシア人家族の繁栄を達成 し,相互扶助の精神を高め,イン

ドネシアとマレーシアの友好関係を強化することであり,具体的な活動 として移動のための書

類を作成すること,労働許可証のための便宜,火事 ･病気 ･死亡などの災害に遭 った人を援助

すること,結婚や メッカ巡礼の補助,労働補償の問題を抱えている人の補助, コタキナパルの

総領事館から遠い地域に住んでいる人たちのための仲介役,文化 ･スポーツ ･教育活動を通 じ

てメンバーの志気を鼓舞すること,マレーシア王国とインドネシア人地域社会を結びっけるこ

となどとなっている｡l) プルキサができたのは 1976年であるが, その母体は 1961年に創立さ

れた ｢ジェッセル トン･インドネシア協会｣である｡

本稿の目的は, この協会を組織 した数人の名士のうちの一人に焦点をあて,彼が異国サバの

激動の現代史を生 き抜 くにあたって自らのどのような文化を駆使 したのかを明らかにすること

である｡ 彼の名前を仮にスキマンとしておこう｡ スキマン氏は日本軍政時代に強制的にサバに

連行されてきたいわゆるロームシャである｡ 彼は戦中そして戦後のイギ リス直轄植民地時代,

マレーシア独立に際 しての ｢対決｣など激動の中を生 き抜いてきた｡本稿で紹介するように彼

はつねに世界史的な試練に積極的に立ち向かい,今日,ゆとりある老後を送 っている｡ 彼の 6

人の子供たちが大病院勤務の看護婦,銀行員,あるいはマレーシア航空の社員や電気技術者な

どになって社会的に活躍 しているのを見るとき彼の人生はひとっの成功物語といってよい｡ し

か し本稿では紙幅の関係で紹介できないが, ロームシャの全てが彼のような人生であったわけ

ではない｡む しろ彼のような人生の方が少なかった｡

ジャワ文化自体が決 して一様ではない｡ ジャワ人が住む地域は広 く,外来文化 との接触の度

1) BalaiBudayaIndonesia[n.d∴2],BiroPenPerkisa[n.d∴1]参照｡
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合いも違えばジャワ内部の交渉史 も異なる｡ 階層による違いもある｡ まして長年外国に住んだ

ジャワ人 となればますます大きな変異を見せるだろう｡ 軍政期の日本人,植民地時代の白人そ

して中国人やカダザン人など現地に住む人々との交渉を通 じてさまざまな文化的影響をうけて

きたと考えられるか らである｡ その影響 も一様ではなく,また,その影響に対する応答 も一様

ではない｡

もちろん,世界のさまざまな地域における似たような現象と比較すれば, ジャワ人に共通す

る反応の仕方- たとえばいかなる状況に遭遇 しようとも我慢強 く,耐え抜 き,争いを避け,

しなやかかっ したたかに対処するといった- をみることができるかもしれない｡ しか しそう

した比較を行 うための基礎資料が十分揃 っているとはいえないのが現状である｡ 本稿はその基

礎資料の一部をなすものである｡

スキマン氏は現在 コタキナパル市に長男や三男,それに孫たちと一緒に住んでいる｡決 して

豪邸 とはいえないが,広い敷地に大 きな屋敷を構えており,敷地の一角にはインドネシア人の

出稼ぎ者を住まわせる貸間もいくつか備えている｡ 夫婦ともときおり軽い病気に悩まされてい

るが,おおむね健康であるといってよい｡彼と筆者の会話はジャワ語とインドネシア語あるい

はマレーシア語で行われた｡ジャワ語はいわゆる敬 ･準敬体 (madyakrama)ないし中間準敬

体 (madyantara)である｡2) 以下ではそうした点を考慮 し,｢です｣,｢ます｣調で訳出した｡

Ⅰ 少年時代のスキマン氏

スキマン氏は 1927年に現在の中部 ジャワ州 グロボガン県プルウォダディ郡 ジュワンギで生

まれた (従 って 1992年の調査時点で 65歳)｡ プルウォダディ郡はデマックとソロの中間のデ

マック寄 りにある｡またジュワンギはセマランから50キロほどであり,いうまでもなくこの地

域はソロ ･ジョクジャを中心としたジャワ内陸の山域世界ではなく,ジャワ北海岸の海域世界

に属するとみなしてよい｡3)彼は子供時代を次のように語 った｡

私は7歳のときに親から離れました｡私は兄や姉が学校に行 くのを助けるために働 き始

めたのです｡親を助けるためで した｡親はその当時大変で した｡農夫としての収入はわず

かだ し,商売の収入 もわずかで した｡だか ら今 日稼いだお金は今日の食べ物を買えばなく

なって しまうし,次の日に稼 ぐ金 もその日のうちになくなってしまうというありさまで し

た｡だから兄たちが学校に行 っているのをみると私は学校に行きたくありませんで した｡

2) 染谷 [1993:7]参照｡

3) 染谷 [1995]参照｡
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親を見ているとかわいそうになりました｡私が金を稼いでくれば少 しの足 しになると思 っ

たか ら働き始めたのです｡ 7歳 というのは今からみればまだまだ子供ですが,その当時の

ジャワではそんなもので した｡

たとえばあれこれと親が子供に命 じて働かせ,お金が入ると子供は親にそれを渡すんで

す｡ジャワでは喜んで親のために稼 ごうとしたものです｡半セン, 5セン,10センなどと

少 しでも渡さないお金があったりすると殴 られました｡それは兄が本を買 うために使われ

ました｡兄弟のなかには学校に行きたい者 もいれば父と一緒に働 く者 もいました｡私は学

校に行 くのも嫌だったが,家にいるのも嫌で した｡(賃金は)いくらでもいいか ら外で働き

たいと思 っていました｡

仕事はいろいろでした｡たとえばよそのうちの庭掃除をすればお金がもらえました｡そ

の当時,一日仕事をすれば確か 10センもらえました｡1932年か 34年の頃です｡

｢あそこに板がある｡何を作るんだろう｡何か建物を建てるらしい｡よし行って訊いて見よ

う｣

砂の運搬のために人を探 している人がいると聞 くと天秤棒に-担 ぎ運んだらいくらかと訊

きに行 って働いたもので した｡

私は 12歳の頃,セマランに行きました｡ 日本が入 ってきた42年 といえば私はもうセマ

ランに 1年いました｡待てよ｡セマランで働き始めたのは 14歳のときだったかな｡日本人

のところで働 きましたよ｡40年のときです｡セマランでは飛行場の壁作 りの仕事をしてい

ました｡エンジンをかけるところで操縦士が外か ら見えないようにジャワ語で ｢グデア

ケ｣4)といって壁を作ったわけです｡セマランでは5カ月働いていました｡ 自分だけでは

なく,たくさんのジャワ人が志願 して働いていました｡

それから42年には私はバ ンテンに行 きました｡バ ンテンも自分で希望 して行 きました｡

友達の斡旋でセマランで働いていた連中が行 ったんです｡ 飛行場作 りでした｡まだ戦闘は

ありませんで した｡戦闘が始まったのは私が海を渡 ったときです｡ もうアメ リカの船がい

ましたよ｡

バ ンテンにいた 1942年,私は ｢日本の旦那が来てはしいといっている｣か ら故郷に戻る

ように呼び出され,故郷に戻 りました｡故郷に戻ると ｢ボルネオに行 きたいか｣ と聞かれ

た｡道路,飛行場,棉,税関の建物などを作る仕事で,期間は6カ月, もし延長 したけれ

ばそれもできる, もし希望すれば帰ってもいいということで した｡行きたくないといって

もだめで した｡私の家族か らは2人出さなければならなかったか らです｡私 と兄です｡拒

否はできませんで した｡絶対行かなければならなかったんです｡その当時, 日本軍の命令

4) gedhegake,gedhegが語根で竹壁の意味,akeは他動詞化する接尾辞｡
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には絶対従わなければならなかったんです｡ 日本軍政府にはとにかく応 じるしかなかった

んです｡だか ら私は召集を受け入れたんです｡でも私は喜んで受け入れたんです｡私は出

稼ぎのつもりでした｡そんなわけで私は喜んで受けたわけです｡いやだとはいえなかった

んです｡兄弟が多かったからです｡兄弟が多いと2人召集され,少ないと1人でした｡ も

し男の子がいなければ,女の子が要求されました｡日本軍政府は村長に差 し出す労務者を

割 り当て,村長は村民にそれを話 しました｡

村長は ｢あそこの家は子供が何人いるか?｣と村人に訊いて (｢5人です｣という答えを

聞いて)｢5人か｡よし1人だ｣｢あそこは?｣｢9人です｣｢よし,それなら2人だ｣といっ

た具合に,差 し出す人数を決めました｡私の村からは確か 20人以上はいたと思います｡し

か しその多 くは戦争中に死にました｡村全体の人口は判 りませんが,一つの村には7つか

8つの集落がありました｡そして二つの集落か ら20人以上の子供が召集を受けたわけで

す｡

17歳で召集を受けた彼の兄は後に戦闘に巻き込まれて死亡 した｡

ⅠⅠ 日本軍時代のスキマン氏

日本時代の日本人はマレー語があまりうまくありませんでしたよ｡ 主人は ｢これ,こ

れ｣,｢もってこい, もってこい｣,｢上等,上等｣など片言の日本語を使 っていました｡馬

鹿な人は意味が判 らなくってうろうろしていると,｢ばかやろ-｣と怒鳴られて殴 られまし

た｡何か取ってこいと命令されててものろのろしていると殴られました｡早 くやらなけれ

ばならないか らです｡可愛そうでした｡

下 っ端の兵隊は台湾人か朝鮮人か,中国人のような人達で した｡マレー語が上手でした｡

だけど彼 らは捕虜でしたし,悪だったんです｡本当の日本人はアルース (上品)でした｡

ジャワでたとえればソロの人のようでした｡

私がもっと頑がよかったら日本時代 もその後 ももっと上の方の仕事をあてがわれていた

と思いますよ｡ 私は日本時代にはボーイにさせられました｡日本軍の時代にはまだ読み書

きができなかったので監督にはなりたくなかったんです｡ それでボーイにさせ られたわけ

です｡

ある日,人が倒れました｡

｢何であの男は働かないのか?｣

｢彼は病気なんです｣

｢どこが悪いんだ?｣
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｢お腹です｣

｢それなら食べちゃいかん｣

｢頑が痛いんです｣というと ｢働かなきゃいかん｡あっちへ行け｡褒美があるぞ｣それで

言われた方-行 くと殴 られました｡｢働け｡働け｡働かなきゃいかん｡怠けるのはけしか ら

ん｣

私 も日本人に2回殴 られました｡ 1回目はこうで した｡主人の灰皿に少 し水を入れて置

いたんです｡灰皿に置いたたばこが燃え尽きて しまわないようにするためで した｡そうし

て残 った吸い殻を病院にいる病人に持 って行 って売 ったんです｡なぜ売 ったかというとそ

の当時たばこは売 っていなかったか らです｡吸い殻は一つ 5リンギットで売 りました｡た

ばこを吸えるのは日本の旦那たちだけでした｡

ところがついに主人 も気が付いたんです｡なんで半分 しか吸っていないのに消えて しま

うのだろうと不審に思 ってやっと判 ったわけです｡そこで私は主人に言 った｡｢全部吸った

ら御主人様は病気になってしまいます｡たばこの煙が御主人様の体に入 って病気になりま

す｣と｡ しか し主人は私のいうことを信 じませんで した｡｢ばかやろ-｡もうこんなことを

したら承知せんぞ｣ と言 って殴 られました｡

2回目はこうで した｡私はたくさんの食事を主人に出しましたのでいっもたくさん残飯

が出ました｡私はその残飯を捨てるのはもったいないと思いまして,ためておいてそれを

病院にいる病人にやったんです｡病院の食事は十分ではなかったし,たとえお金があって

も病院に食べものを売 りに来る人はいなかったんです｡ これもだめだと言われて殴 られま

した ｡

日本には日本の ｢やりかた (アダット)｣ があります｡ ｢死ぬことは素晴 しいか (Mati

baguskah?)｣ と聞かれたら ｢死ぬことは素晴 しいことです｡ 御主人様 (Matibagus,

Tuan)｣と答 えなければな らなか ったんです｡｢お許 しくだ さい ｡ 御主人様 (Minta

ampun,Tuan)｣とか,｢とんでもございません｡ 御主人様 (Jangan,Tuan)｣などと答え

ようものなら殴 られました｡｢お許 しください｣と答えて殴 られ,立ち上がると反対側か ら

殴 られました｡それが日本の ｢やりかた｣だったんです｡私はそういう日本の ｢やりかた｣

が判 ったもんですからあまり殴 られませんで した｡

遠 くの村に塩を買いに行ったことがありました｡売 っているものは少 しで した｡近 くで

はあまり売 っていなかったんです｡頭のいい人がいて猫を殺 してその肉を売 っていまし

た｡大きい猫になるといい値で売れたんです｡村には塩,芋 (キャッサバ),バナナなどを

買いに行 ったんですが,主人に見つかると殴 られました｡干飯 (kerak)やこげ飯はこの位

の大きさのものは5リンギットか ら10リンギットで売れました｡
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ⅠⅠⅠ 英国植民地時代のスキマン氏

日本軍が降伏 した後,日本の兵隊は国に帰された｡そして 1946年 7月にサバはイギ リスの直

轄植民地 となった｡ ジャワからのロームシャはオランダ船でジャワに帰れるということになっ

たが,行き先はジャワではなくパプア (イリアン)だという噂が流れ,乗船を見合わせたジャ

ワ人が多かったという｡ ロームシャの一人カルディ氏 (仮名)はこう語 っている｡

戦争が終わった45年,私はラブアンでオース トラリア人やイギ リス人の下で倉庫の荷

役作業をしていました｡一日1リンギットでした｡ある日,オランダ人の船でインドネシ

アに帰れるということを聞いたのですが,帰るところはジャワではなく,パプアだという

噂を聞いて帰 りたくなくなりました｡それで ｢帰 りたくない｣ といったら,飯は少 ししか

くれなくなりましたよ｡

実際,あのときにオランダの船に乗 ったジャワ人はイ リアンに連れて行かれたのだ,と多 く

のジャワ人は語っていた｡その後,英国植民地政府からは二度と帰国の用意はなされなかった｡

そのために今日でも多 くの旧ロームシャがサバに居残る運命となったのである｡

ところで,スキマン氏は英国植民地時代の自身の生活について次のように語 った｡

墓掘 りの監督となる

私は子供のころ教育の大事さを全 く判っていませんで した｡ しか し,ボルネオに来て戦

争が終わってから教育の大事さに気がつきました｡私はなぜ学校に行かなかったのかと後

悔 しました｡ もっと勉強 していたらもっと頑がよくなっていたのにと悔やみました｡私は

小さいときアラビア文字だけはうまかったのです｡というのは,村のイスラム礼拝所 (ラ

ンガール)でコーランを読涌 していたからです｡読詞には行かなくてもよかったんですが,

行けばなおよかったんです｡たいていの親は行かせようとしました｡私の親 も私が家でぶ

らぶらしているのを嫌いました｡今の子供たちはみんなアラビア文字の読み方がもっとう

まくなっています｡

白人の時代になっても ｢私は字が書けないし,読めないから監督にはなれない｣と辞退

したんですが,事務所で ｢シス トは3番, シノヨは4番というように番号が判って彼 らの

仕事ぶりを報告すればいい｣というので命令に従ったんです｡

マンドール [墓穴掘 りの監督]にさせられたんです｡私が監督だっていうこと, 3カ月

間誰 も知 りませんでした｡
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[監督になる前]私は病院の墓場係を命 じられました｡死人が出ると遺体を墓場まで運ん

で埋める仕事でした｡死者が出ないときには,私はぶ らぶ らしているのが嫌なもんですか

ら庭の花の世話などの仕事に精を出しました｡それは命 じられてやったのではなく,私の

自発的な行いで した｡あるとき軍曹に呼ばれました｡そして ｢今からおまえを8人の部下

に守 られる監督にする｡ 死人が出たときには4人が穴を掘 り,残りの4人が遺体を担ぎ,

おまえはただ指図するだけでよい｣というのでした｡ しか し軍曹からそういう命令を受け

てから3カ月間は誰 も私が監督になったことを知りませんでした｡私はみんなと一緒に仕

事をしていたし,私が監督になったことを誰にも言わなかったからです｡ところが,給料

を受け取るときに私だけが他のみんなより多いことが判 ってしまいました｡それで,何で

スキマンだけが給料が多いのか文句を言い始めたのです｡

私はアルファベットが読めませんでしたが,数字は判 りました｡朝の点呼のとき全員が

番号順に並びますが,私はそれぞれの番号を覚えておいて一日の仕事が終わったあと上司

には番号を指 しながら,これは働いた,これは働かなかった,というように報告 しました｡

どの人も頑がよかったんです｡みんな数字が理解できたんです｡なぜスキマンはいっも

番号を見ているのかといぶかる人 もいました｡ 9人のうち5人は私より先にいましたし,

大体同じ年齢で したのでなぜ新入 りが監督になるんだと怒る人もいました｡だから殴られ

るかもしれないと思 ってこわくて監督になったことを黙っていました｡バンドン出身の男

が監督になったことがありましたが,皆から嫌われ殴 られて死んでしまったという話を聞

いて怖 くなりました｡そこで,他の仕事に代えてくれと上司に頼みましたが,聞いてくれ

ませんでした｡

43年,45年,46年,戦争のあと,ああ,自分がアルファベットを読めないのを嘆きまし

た｡それでアラビア文字と比べながらアルファベットの発音の仕方を少 しずっ覚えていき

ました｡このアラビア文字とこのアルファベットが同じならこう発音するんだといった具

合に,だんだんアルファベットを書けるようになり,読めるようになりました｡

私は6カ月間,白人のところで働いていました｡サンダカンでも6カ月働きました｡そ

のあと,少 しお金がたまってから食べ物を売る商売を始めました｡繁盛すれば儲けも大き

いと思 ったからです｡

植民地政府に嘘をついて食品販売許可証を取得する

1947年に トゥアラン [コタキナパルから北東方向 30キロほどのところにある町]で

ソップ [ジャワの汁物料理 ｢ソト｣のこと]とサテを売る仕事を始めました｡でもそこに

は 1年 もいませんでした｡それからトゥレポック [トゥアランとコタキナパルの問にある

町]に 1年いて,そしてタンジュン･アル [コタキナパル市南西部]からピナンパ ン [コ
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タキナパル市の南東部に隣接 した町]に釆ました｡1948年,まだ結婚 していなかった頃,

私は一日18時間から20時間働いたもんです｡やはりソップとサテを売っていました｡ ピ

ナンパ ンのあと49年の終わり頃にコタキナパル- 当時はアピ･アピといっていました

が- に移 りました｡

植民地政府は若い者に食品販売許可証 (lesen,suratkebenaranmakan)を出さなかっ

たのでその頃のコタキナパルには30軒か ら40軒ほどしか食堂はありませんでした｡タン

ジュン･アルには5,6軒 しかありませんでした｡

ゴム園はたくさんの人を必要としていました｡私のような若い者は物売 りをしてはいけ

なかったんです｡ しか し,私はうまくやったんです｡物売 りをするためにさっそく手紙を

書 きました｡

｢私は昔食べ物をつ くる仕事をしていました｡○○さんのところでボーイを していまし

た｡今はもうそこで働きたくないのでサテを売 りたいのです｣｡私はサテとだけ書いたんで

す｡あれやこれや並べたてると許可が取れないだろうと考えたからです｡｢私の親はもう年

老いているし,私には子供 も学校に行っている弟 もいるんです｣｡その頃私にはまだ妻はい

なかったからこれは作 り話ですよ｡ あとで親を連れてこいといわれるとは思っていません

でした｡

警察官は私の手紙を読んで ｢ほう,なかなか結構｣ といって奥に入 っていったんですが

出てくると ｢だめ｣と言いました｡そこで私は上官に会わせてくれと頼みました｡上官と

いうのは白人の地区官 (D.0.)でした｡私は彼の前に行ってさっきの手紙を渡 して ｢ミス

ター｣と言 ってから ｢私には年老いた親がおり,息子がおり,弟がおります｡だからサテ

を売 って働かなければ食べていけないんです｣と出任せに言った｡

地区官は ｢主人というのは誰のことかね?｣と訊いた｡その頃サテ売 りの親方はいなかっ

たものですから ｢旦那です｣とだけ言った｡すると彼は ｢誰がこの手紙を書いたのかね｡

タイプを打ったのは誰かね｣と尋ねてきた｡

｢すみません｡兄弟が書いてくれたんです｣

｢その兄弟というのは誰かね｡教えてくれんか｣

私は嘘を言っているから嘘がばれたら許可はもらえないと思って考えました｡そこで私は

続けました｡

｢それを書いたのは兄弟です｡その兄弟というのは,以前私と同じ家に住んでいた妻の兄で

す｣

その当時,私には妻はいませんでした｡ しかしあとで妻になった女はもういました｡実

はその兄に頼んで書いてもらったんです｡ですから結局,私は嘘をついていないんです｡

｢そうか｡それ じゃあ,薫別まどこにいるのかね?｣

266



染谷 :絶対依嘱 ･勇気 ･前進のための戦い

｢はい,判 りました｡親を連れて参 ります｣

そこで私は一人の息子がいるジャワ人の年寄 りを探 しました｡私はその年寄 りを役所に

連れていきました｡

｢旦那, これが私の親です｣

その老婆は 1918年にジャワから渡 ってきた人で した｡

｢ああ,あんたには子供はいるのか?｣と地方官は尋ねた｡

｢はい,旦那｡この子は食べ物を売ろうというんです｡それで許可証がほしいんです｡サテ

を売ろうというんです｣

｢何でこの子はサテを売ろうというんだね｡働 き口はゴム園 とか他にいくらでもあるじゃ

ないか｣

｢ええ,この子はいろいろな仕事を してきましたが,やっぱり食べ物を売 る仕事が一番いい

と言 っています｡天秤棒を担いであの村, この村と回って｣

どうです? 私は話を作るのうまいで しょう? 私は誰かから入れ知恵されたわけじゃな

いんですよ｡

私は許可証をもらいました｡あちこちで食べ物を売る人は許可証がないのでびくびくし

ていました｡そこで,私のたくさんの友達たちが許可証をもらいに行きましたが,誰 もも

らえませんで した｡昔はサテは 1本 2.5センで, 2本で 5センで した｡スープは-椀で 20

センで した｡

幽霊屋敷を借 りた

家を貸 したいという人がいました｡私は ｢空き家があるそうですが,それを借 りられま

すか?｣と尋ねました｡

｢借 りられますかなんてもん じゃありませんよ｡ どうぞ｡どうぞ｣

｢それはそれは｡でも,何でそんな風におっしゃるんですか?｣

｢なぜかっていうんですか? それはあの家には幽霊が出るからなんですよ｡それでもいい

ですか?｣

｢ええ,結構ですよ｡でも,それなら安 くして ください｣と私は言いました｡

それで,私は安 く家を借 りることができました｡私は家主の中国人に会って掛け合いま

した ｡

｢あの家を借 りたいんですけれど｣

｢あんたは何人家族?｣

｢私一人ですよ｣

｢えーっ｡ 一人で住むんだって?｣
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｢私は食べ物売 りです｣

｢どこで売ってるの?｣

｢あそこの店です｣

｢ああ,あそこね｡そう｡ いいですよ｣

｢安 くしておいてください｣

｢そうだね｡30リンギットにしておきますか｣

こうして私は家一軒を 30リンギットで借 りることができました｡普通なら80リンギッ

トはしたところですよ｡

その家はそれまでどの借家人 も2,3週間 もすると出ていったんです｡持ち主の中国人

は借家人がなぜ出ていくのか知 っていましたから,｢金はいらない ｡庭の手入れをしてくれ

て,(家は傷むから)住んでくれるだけでいいから｣と私に言ったんですが,ただで住むと

いうのでは近所の人に恥ずか しいので,せめて 25リンギットは払いたいと言ったんです｡

幽霊はほんとうにいますよ｡夜 10時か 11時に仕事から帰ってくると私はまず一階の台

所に行きます｡ 朝 5時にはコタキナパルに出かけるのでその仕度をしなければならないか

らです｡その支度が終わると2階に上がって寝ます｡そうすると本当に人間が歩いている

のが見えるんです｡それで下に降りると台所のところにもいました｡ええ,見えましたよ｡

そのとき親が言 っていたことを思い出しました｡金曜日の夜- 西洋暦でいえば木曜日の

夜ということになりますが- 寝ないで戸口のところで ｢ヤシンの書｣5) を終 りまで読み

ました｡それを読むと幽霊は嫌がるからです｡それで幽霊は怖 くて出てきませんで した｡

必ず逃げ出すのです｡

幽霊は影みたいなもので形があるものではありません｡道化 (banyulan)の人みたいな

ものです｡ しかし歩いているのが見えるんです｡本当にいますよ｡私 も妻 も実在するのを

知っています｡妻は一人 じゃいられないんです｡だからそういうときには妻は店か兄の家

にいるんですよ｡その2軒の家に近いんだけれど幽霊はその家に出ないんですよ｡他の家

に移ることはないんです｡

幽霊は蛇みたいなもので 3カ月も姿を見せないこともあります｡夜 10時に帰ってさて

も見当たらないが,二階に昇るといることもあります｡見えないけれど肩のあたりに感 じ

ることもあります｡もう一人の自分が後ろに立 っているみたいなものです｡夜,墓場に

行って感 じるようなものとは違 う｡

幽霊は何か悪さをするわけではありません｡ あっちこっちを歩き回っているだけです｡

ジンというのは悪さをします｡台所のところでガタガタさせて邪魔 したり｡私はそれをお

5) コーランの第 27章｡
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ぼけ (oranghalus)といってます｡ジャワには トゥヨル (tuyol)がいるし,ジンもいる｡

イスラームのジン｡ ジンを飼っている人 もいますね｡ジャワ人は, トゥヨルに他人の金品

を盗んでくるように命 じて,金持ちの家に入れるのがうまい｡は,は,は｡そういう習慣

を持 っているジャワ人は多いですよね｡ 今の若い人は邪術などは信 じないから昔の人とは

違いますね｡

カダザンの娘と結婚

私は 1949年,20歳の時に結婚 しました｡その前年の 1948年,カダザン人が多いピナン

パ ンにはジャワ料理の食堂は少ないものですから,条件はよいと判断 して移 り住んで,負

堂の一角を借りてサテを売 り始めたんです｡たまたま私のサテ売 りを手伝ってくれた家族

がありました｡その家族は手伝い賃を払おうとしても受け取ろうとしない良い人たちでし

た｡そこで,その家族の,当時 8歳 くらいの娘を洗濯や掃除の手伝いに頼もうと母親に申

し出ました｡そうしたら,母親は ｢そんな小さい娘 じゃなく大きいのがいるからそれにし

たら｣と言 ったんです｡それ じゃあというので彼女を使 うことにしたんです｡

しばらくして私はコタキナパルに店を出すことにしました｡朝 5時に起き, 9時頃にサ

テの仕込みをし終えると自転車でコタキナパルに向かうんです｡帰 りはいっも夜の 10時

か 11時になり,寝るのは 12時という毎日で した｡そういう毎日の中で二人は恋 し合う仲

になりました｡ですけれど,一所懸命に働いて金ができたらインドネシアに帰ってしまう

のではないか,と彼女は心配 しました｡｢豆は皮を捨てていく｣けれど私を捨てないでほし

いと彼女は言いました｡私たちは結婚 しました｡

彼女はピナンパン生まれのカダザンです｡彼女は子供が生まれる前から完全に私を信用

していました｡日々の収入は私が管理 しましたが,彼女がそれをしようとしたことはあり

ません｡一体いくらの金があるのかと尋ねたこともありません｡68年のことで した｡一人

の借家人が妻に訊いたというんです｡

｢一日の収入はどのくらい?｣

｢知 らないわ｣

｢結構あるみたいだけど｣

｢何でそんなこときくの?｣

｢あら,知 らないでいいの? 一日いくら, 1カ月でいくらになるぐらいのこと知 らなきゃ

だめよ｣

｢知 らなくてもいいのよ｣

｢あんたの旦那,インドネシア人だって｣

｢そうよ｣
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｢大丈夫?｣,といった具合だというんです｡

私はまだマ レーシア国籍を取得 していません｡6) だか ら土地の所有は妻 ということに

なっています｡なぜ妻の名義にしているかということについては別の理由もあります｡妻

が私を完全に信用するためです｡私は妻を本当に愛 しています｡本当に家族を大事にして

います｡その証として妻の名義にしているのです｡私は,妻を手段として蓄財に努め,十

分たまったらインドネシアに帰るということを考えているのではないということを示すた

めです｡私はそのように見 られたくありません｡

異民族同士の結婚は互いに考え方が違 うから離婚のケースもあります｡ しか し,人間と

いうものは信心がなければいけません｡ 名目だけの信者ではなくて本当に神の存在を信 じ

ている人間は妻を裏切ることはしません｡ 必ず罰を受けることを知っているからです｡妻

だって同 じことです｡夫は妻に対 して責任を持たなければいけません｡ 妻が信心深 くない

とか,教育が欠けていればものごとをよく理解できるように教えなければいけないんで

す｡時々,悪いことだと知 りながら,悪いことを悪いことだと妻に教えない夫 もいるが,

それは誤解の元になります｡信心の心をもって教育すれば必ず妻はよくなるものです｡自

分では判っていても妻を教育 しなければ,妻は判 らないままでいることになります｡反対

に,妻は判 っていても夫を諭さない｡たとえば,酒を飲んで酔 っ払えば病気になると妻は

知っていたとします｡酒を飲むことは宗教で禁 じられていることを知っていたとします｡

しか し,夫が酒を飲んでもそのことを教えない｡それどころか,自分 も一緒になって飲む

なんて, これは間違いです｡妻として夫のあるべき態度を守るようにしなければなりませ

ん｡

キ リス ト教の日本人とイスラム教のインドネシア人が結婚 したとしましょう｡お互いに

尊敬 しなくてはいけません｡ お互いに教育 し合わなければなりません｡ キリス ト教の人は

酒を飲んでいいのか悪いのか私は知 らないが,日本人 はよく飲むことを私は知 っていま

す｡イスラームの人は酒を好みません｡ そこで,日本人の妻がイスラームの夫に諭される

とすれば日本人の妻は傷っ くわけです｡ しか しイスラームの教えも教えなければならな

い｡キリス ト教が酒を飲んで妻を殴ってもよいと教えているとは思えません｡

今移民局があるところに私は店を持っていましたが,そこで間貸 しもしていました｡49

年のことです｡ ドゥスン族でキ リス ト教の男が部屋を借 りていました｡その妻はまだ宗教

がありませんで した｡夫と同 じドゥスン族でした｡ある夜,私はその家族の部屋に行きま

した｡夫,妻そして子供,みんな座 っていました｡

6) サバに残った多くのロームシャたちは既にマレーシア国籍を取得しているが,｢対決｣のときにイ

ンドネシア人協会の役職に在った人たちは今でも国籍を取得できないでいる｡
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｢なんでさっきは喧嘩なんかしたんだね｡真夜中だっていうのに｡あっちこっちの間借 り人

に聞かれたらみっともないじゃないか｡なんで喧嘩になったんだ｣

｢この人が酒なんか飲むからです｣

キ リス ト教の人はよく酒を飲みます｡昔は酒は安かった｡大瓶で 2リンギット半,小瓶

で 1リンギット半,いや,大瓶が 1リンギット半で小瓶が 80センだった｡今は8リンギッ

トか 9リンギットだ｡ しかし昔は 1カ月の収入はいくらだったか｡一目で 1リンギットか

2リンギットでした｡

その妻が言いました｡｢酒飲んで酔 っ払 うんです｣

夫の方 も何かを言い出そうとしたので,私はそれをさえぎって,

｢ちょっと待て｡俺が訊 くから｡ それにしても夫と争 うなんてよくないよ｣と言 ってから,

まず妻の言い分を聞 くことにしました｡

妻はいいました｡｢この4カ月,給料を全部飲み代に使 ってしまったんです｣

｢何だって?,おまえ,毎晩酒を飲んでるんだって｡酒は宗教が禁 じているんだぞ｡酔 っ払 っ

て女房を殴るなんて｡ おまえは損 していることになるんだぞ｡いくら祈 ったって何の役に

も立たないじゃないか｡一日一本飲めば 1カ月で何本になる? 5本飲まなきゃマット一

枚が買えるだろ｡おまえのところには子供のマットがないじゃないか｡ 3本飲まなきゃ子

供に枕を買 ってやれるだろ｡いつか子供が学校に行 くようになったらどうするつもりだ｡

本 も買えないじゃないか｡男には責任があるんだぞ｡おまえの給料は月 30リンギットだと

か｡飲むならお茶かコーヒーにしろ｡そうしたくないというんならここを出て行ってくれ｡

俺は恥ずか しい｡ こんな屑みたいな奴を置いておくなんて｡俺は,自分の子供と患 うよう

な人間 じゃなきゃ住んでもらいたくないよ｣

今の移民局のところにあった店は月 70リンギットで借 りましたが, 1951年に買い取 り

ました｡ コタキナパルに店を出すとき,現在アジア ･ホテルの所有者になっている店主

(中国人)が飲み物を売 り,私が食べ物を売 ったんです｡その時,その店主に許可証はある

かと訊かれたので許可証をとろうと思 ったんです｡

イン ドネシア人協会を作る

スキマン氏はサバに住むインドネシア人の安寧と発展を考え,同志たちと協力 して ｢ジェッ

セル トン･インドネシア協会 (PersatuanlndonesiaJesselton)｣を組織 した｡ジェッセル トン

というのはアピ･アピと並ぶコタキナパルの旧称である｡

私は,まず第一に自分の子供を教育するのが大事であるのと同 じで,他の民族を導 くよ

りも先に自分の民族を導 く必要があると考えました｡自分が正 しい道を歩けるようになれ
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ば他の人にも教えられます｡自分が正 しくなくてどうして他人を正すことができましょう

か｡他人が受け付けるはずはないでしょう｡

英国の植民地時代にはまだ協会はありませんでした｡中国人たちのなかにも協会に似た

ような組織はありましたが, まだ小さいものでした｡ 1957年や58年当時のインドネシア

独立記念 日には中国人会の会長がきたもので,彼は ｢あんたはもうこんなにたくさんの会

員を集めたインドネシア入会を作 っているのか｣ と驚いていたものです｡

1960年に協会の憲章を作 りました｡それ以前には協会のようなものはなくて,インドネ

シアから賓客が来ると,植民地政府は私を呼びつけて,何を買い,どんな料理を作るかを

尋ね,それを用意する仕事を任されたもので した｡そうした経験を積むうちにこのサバで

インドネシア人が発展するにはどうしたらよいか,そのためには政府の許可を得た会を

作ったらいいのではないかと思 うようになったんです｡単なる仲間の集まりの会ではしっ

かりしたものにならないと考えました｡そこで会則を作 りました｡それは政治団体ではな

く,社交団体で した｡

1946年にラブアンでスラットマディとスプラプ トの兄弟7)がインドネシア人労働組合

(PersatuanKaum BuruhIndonesia)を作 ったんですが,そのとき私は社会部を担当 しま

した｡スラットマディ兄弟は日本時代にラブアンに来ましたが,当時で30歳位でした｡あ

の人たちは56年か 57年に帰国 しました｡46年にブルネイやサバにいたインドネシア人の

全てがラブアンに集められました｡ 7,8千人 もいたと聞いています｡46年の最初のイン

ドネシア独立記念日はラブアンで迎え,右にユニオン･ジャック,左にインドネシア国旗

を立てました｡第二回目と第三回目はコタキナパルで行いました｡スラットマディ兄弟が

帰国 したあとは私が旗を立てる役になりました｡独立記念日はジェッセル トン･ホテルで

行いました｡私は協会を政府に認めてもらうために公式の文書を書きました｡61年に協会

は認められ,私の食堂でそれを祝いました｡

なぜ文章 もうまく書けない私が協会の会長に選ばれたのか不思議ですね｡ サルジャナ ･

ムダ [大学卒程度の学位] もいたのにたくさんの人が私を推 したんです｡それは,私が白

人 [英国人]に対 して物怖 じしなかったからだったんです｡他の人達は怖がって しまうん

です｡なぜ物怖 じしなかったかというと,それは, もし物怖 じしていたら何 もできない か

らです｡本当は内心怖かったんですが,怖がっていたら協会ができないと思 ったからです｡

白人はたくさんいました｡彼 らはマレー語がうまかったからマレー語で話 しました｡

会を作 って初めて援助を求めることができるというもんです｡たとえば独立記念日かイ

7) AliUmryNasutionによればこの二人の兄弟はジャワの貴族の称号であるラデン (Raden) 杏

持 っていたという [AliUmryNasution1990:36]｡
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ンドネシアか ら賓客が来たとかで 10人が集 まったとします｡そのために料理を用意 しな

ければな らない｡しか しお金がない｡そんなときにはまずお金を作 ることです｡そ して

人々がそれを知 ったときに彼 らに援助を求めることができるんです｡ これはインドネシア

人に向かっての話で,はかの民族の人達には要求できません｡ ありがたいことに少 しずつ

集まってようや く借金を返せるわけです｡だけどいっ も十分な金が集まるというわけでは

ありません｡私の持ち出しということもあります｡私の店で会合を持 ったときなどは, と

きどき,いや,いっも食べ物や飲み物は私の負担で した｡

妻 も協力的で した｡｢対決 (コンフロンタシ)｣8)のあと,1968年に初めてスバルノ領事が

在 コタキナパ ル ･イン ドネシア領事館に就任 しました｡初代の領事 はムントロ氏で 1962

年の就任で した｡スバルノ氏は2代目です｡たくさんのインドネシア人が領事公邸に集ま

りました｡妻は婦人たちの世話を しました｡

その当時,子供たちを学校にや らなければならないし,家計は火の車で,その日に入 っ

た金は次の日には消えて しまうというありさまで した｡だけど経営はそれほど厳 しいとい

うわけではありませんで した｡｢神はもっと金持ち｣といいます｡神は人間よりよく知 って

います｡だか ら神は幸福を与えることができるのです｡私は喜んでその幸福を追い求めま

す｡私はそれを確信 しています｡ 自分を社会のために犠牲にした者を神は知 り,その者に

報いを与えるということです｡それはイスラムの教えで,私が親か ら教わったものではあ

りません｡ 私の親はそんなことを教えられるような親ではありませんで した｡そういうこ

とはこちらに来てか ら学びました｡

サバに住んでいるジャワ人は始めのうちは同 じような境遇にいましたが,いっの間にか

差が出て しまいました｡その差は独身の若いうちから出ていました｡独身であってもいず

れ結婚 し,結婚すれば子供 も生まれます｡そうなれば自分の家 も必要になるし,教育のこ

とも考えなければならないで しょう｡ そのために金をためようとしなければいけない｡

しか し,そうした者 もいればそうしなかった者 もいました｡私は協会でいっ も言 ってい

ました｡年寄 り世代には間違 った者が多い｡ しか しこれか らの若い者は決 してそれを繰 り

返 してはならない｡

第一に,自分の将来を私たち老人はあまり考えなかったけれど,考えなければならない,

と｡ 頑のいい人はよく考えました｡だか ら,今,楽をしています｡ もちろん,豪勢 という

8) 1963年9月16日に予定されていたマレーシア連邦独立に対してスカルノ政権下にあったインドネ

シアはこれを承認せず,63年 1月から外交関係の断絶やインドネシア軍のサバ ･サラワク侵入な

どを展開した事件｡ この紛争は1965年のインドネシア政変などもあり,ス-ルトが実権を握った

66年5月まで続いた｡その間,サバ在住の多くのインドネシア人は嫌疑を受け,当局の取り調べ

を受け,投獄された｡
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には程遠 く,質素な生活ではありますが,楽を しています｡ もう何十年 もここに住んでい

るのに家は借家 というのでは困 ります｡

第二に,彼 らは博打が好 きで した｡昔, ゴム園で働いていた独身時代に, ゴム園を経営

していた白人たちは賭博場を開帳すればジャワ人労働者を縛 りつけられると考えました｡

月に 2回で した｡博打で金を使い果たせば前貸 しするんです｡ですか ら月末にどれだけの

お金が手元に入ることで しょう｡ たとえ 1カ月の給料が 100リンギットだったとして も,

50リンギ ットを前借 りしていれば 50リンギットしか手に入 らない｡ みんな博打をやりま

した｡白人経営者が大 きな建物を建てて賭博場にしました｡そういう賭博場はどのゴム園

にもありました｡1917年,18年,20年にジャワか らやってきた人達 9)はみんな博打が好 き

で,生活 は貧窮の極みで した｡お じいさんたちがここで博打をやれば,その息子たちがそ

の向こうで,そ して孫たちもその向こうで博打をやるというありさまで,驚いたものです｡

フィリピンやインドネシアか ら外交代表団がやってきたことがありました｡私はインド

ネシア領事に訊いたものです｡

｢領事は何 日ここに滞在 されますか?｣

｢三 日の予定ですよ｣

｢三 日ですか｡それではゴム園にご案内いた します｡といいますのは,サバのゴム園ではイ

ンドネシア人,その多 くはジャワ人ですが,その人たちが月に 2回白人のところで博打を

します｡そこで,領事が帰国されたら,サバのインドネシア人たちはよく博打を している

ことをですね,それも, こっちでは老人たち,あっちではその息子たち,そ してその向こ

うでは孫たちが熱中 している様子を是非知 らせて欲 しいんです｣

私 は, こんなことでは将来, ここにいるインドネシア人の子供たちにどんな結果をもた

らす ことか, とても心配で した｡子供や孫は何 としてでも学校にや らなければいけないと

思いました｡17,18,20年にやってきた人達はとにか くめちゃくちゃで した｡終戦後,ラ

ブアンか らラバウのゴム園にや ってきたイ ンドネシア人たちは,前か らいたた くさんの

ジャワ人たちが,ただゴムの樹液を取 る仕事だけで空 き地に何を植えるでもない生活で,

何かを請け負 って少 しでも足 しにするで もない,ただ豆削こあるのは博打のことだけという

生活ぶ りを見て驚いたもんです｡そんな調子ですか ら,か りに何かを頼まれてもどうして

よいか判 らない｡将来に向けてどうした らよいかなど考え も及ばなかったわけです｡

ところが,54年にラブアンか らやってきたジャワ人は3時にゴム園の仕事が終わると鍬

9) 1917年,18年,20年にやってきたジャワ人というのは北ボルネオ特許会社がゴム園の契約労働者

として雇用したジャワ人たちのことである｡太平洋戦争直前の1941年に北ボルネオ保護領政府が

発行した報告書には1914年以降41年までの年毎のジャワ人労働者の死亡者数,帰国者数,定住

者数,再契約者数などが詳細に記録されている｡
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をもって空 き地を耕 しました｡だから半年 もするとたくさんの作物を手にすることができ

ました｡ しか し前か らいたインドネシア人たちは 10年経とうと20年経 とうとまったくお

金は残 りませんで した｡違いはそんなもので した｡

1942年にやってきたジャワ人の中にも博打にとりつかれた者 もいて困 ったもので した｡

他人の話や忠告に耳を傾ける人々とはまったく別でした｡私はいろいろな人に忠告 してき

ました｡私の忠告に耳を傾ける人 もいましたが,傾けない人 もいました｡

60年に私が音頭をとってきた協会が 61年に植民地政府から許可を得たとき,ジャワ人,

ブギス人,ブ トン人,ティモール人など民族 ごとに組をっ くり,組長を選びました｡そう

する冒的を私は説明 しました｡それは,ティモール人はティモール人自身を守 らなければ

ならない｡ブギス人はブギス人自身を守 らなければならない｡人間というものはほんとう

は良いのであって,よ く働 く人間にならなければならない,そのために民族単位で助 け

合っていかなければならない｡それが私の目指 したもので した｡ジャワ人はもちろんです｡

ですから,通 りかかった人がジャワ人だと判るとよく見てから ｢お茶でも飲んで行かな

いか｣ と誘いをかけて ｢どこに住んでいるの?｣とか ｢仕事はあるのか?｣などと訊いたも

のです｡それに対 して ｢いいえ,ないんです｣などという答えが返 ってきたら ｢何で仕事

がないの｡ 私たちはどんな仕事でもしなきゃいけない｡仕事を選ん じゃいけないよ,金が

ないんなら｡ 何 もしないでぶ らぶ らしていたらここの人たちに恥ずか しいじゃありません

か｣

あちこちに泥をつけたままの格好でコタキナパルの町に野菜なんぞを運んできてちょっ

と一休みしている人がいたりすると言 うんですよ｡｢土地があるんなら木を植えなさいよ｡

それで食 っていけるで しょ｣｡要するに,私 と同じ民族の人間が私の店にやってきて 1時間

もそれ以上 も座 ったままぱーっとしてお茶をすすっているのを見るのがたまらなく嫌なん

です｡そういう人を見ると私は注意 しないと気が済まないんです｡

しか し, ジャワ人ではないインドネシア人となるとそう簡単にはいきません｡ ジャワ人

だとたいていは私の言 うことに耳を傾けます｡

昔,税関の荷役作業をしていたジャワ人がたくさんいました｡そのなかの一人がカンポ

ン･アイール [コタキナパル市内の一地区｡水上家屋があった]に一軒の家を借 りていま

した｡カンポン･アイ-ルはその当時,まだ海でした｡今はたくさんの家が建っています

が｡その男がやってきて言いました｡

｢スキマンさん,私の給料はいっも食べるだけでなくなって しまうんです｡家賃 も払えない

状態で,どうしたらいいと思いますか?｣

｢おまえはまだ独身だが,いっか妻子ができたらどうする? もしおまえのつれあいが頑が

よければいいだろう｡ だけど,そうではなかったらどうする? ここの (植民地)政府は土
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地を耕 したいと思 う者には土地を与えると言 ってるよ｡ その土地に野菜でも植えて大きく

なったら10束,20束,30束 とまとめて売 ったらどうかね｣

そんな忠告を聞いてそれを実行に移 した者 もいました｡私の忠告を聞いてコーヒーやコ

コヤシを植えて金持ちになった人 もいます｡1950年代の話です｡

ムル氏 [後述]は協会に入ろうともしませんで した｡祝日などに領事館で開かれる集ま

りに来ようとしない人は他人の考えが判 りません｡ なぜ領事館の独立記念日の集まりにこ

ないのか｡食事 もでるというのに｡｢忙 しい｡忙 しい｣と人は言います｡そういう人に私は

こう言い返すのです｡｢一年に一回のことじゃあないか｡『忙 しい』などというのは理由に

ならない｡役所勤めなら2,3時間の休みを取 ったらいい｡自分の個人的なことを優先する

のか｡ もうマレーシア国籍をとったか ら, 自分の民族を忘れたのか｡ もったいない｡あん

たはいいかもしれない｡ しか し子供 も孫 も損することにならないかね｣

協会は絶対に必要だと思 うのです｡マレーシア政府の許可を得て協会ができて, もし私

に引っ込めというなら役職を退いて平会員になってもいいんです｡ただ親が馬鹿なら孫子

も馬鹿 というのだけは望まないということです｡

経済の分野では協会を利用 したにせよそうでなかったにせよ中国人の場合に比べると

ジャワ人との差は大 きいんです｡50年代,60年代そして今 日,彼 らには資本があります｡

彼 らの場合,貧 しければ金持ちから借金できる｡ そういう援助で彼 らは発展することがで

きたんです｡そこへいくとインドネシア人の場合は違 う｡ たとえばあるインドネシア人が

経済の発展を望んだとします｡そこで牛を飼 ったり,食べ物の販売を始めようとします｡

しか しどこか ら元手を手に入れるのか｡結局,資本がないので考えだけで終わって しまう

んです｡

中国人の場合には考えだけで終わることはありません｡実現するのです｡なぜかという

と,たとえば近所を見ると皆金持ちです｡｢よし,あそこに金を借 りに行 こう｣｡借 り手が

過去何の失敗 もなければなおさらのことです｡｢よし,あそこで金を借 りよう｣｡借金 して

小さな商売を始めてやがて大 きくする｡ 大 きくなった らまた借金を して もっと大 きくす

る｡

ところが, ここの人は違 う｡ 政府か らだろうが友人だろうが金を借 りるとす ぐになく

なって しまう｡そんなことがここではたくさんある｡ そんなことで政府は国民を信用でき

るだろうか｡たとえば,古いゴムの木を切 り倒 して若木を植えるように政府が農民に土地

を与え,金 も貸 したとします｡ しかしその金は他のことに使 ってしまうんです｡牛や鶏を

買 うのに使 ったり,魚を育てるのに使 って しまうんです｡

そういう [ここの]人たちに比べると,インドネシア人の中には不正直な人がいて,気

を付けなければならないんですよ｡ 私にも経験があります｡65年のことでした｡一人の友
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人がいました｡彼はムサボルのゴム園か らやってきました｡彼は,

｢私 もコタキナパルに住んでスキマンさんのように食べ物を売る商売をしたいんです｣

｢ああ,そう｣

｢私はもう給料生活が嫌になったんですよ｡ スキマンさんのように物を売 って生 きたいん

です｣

｢そう,それで元手はあるんですか｣

｢ええ,それなんですが,ないんです｣

｢だけど,ほんとうに物売 りをしたいの?｣

｢ええ,ほんとうです｣

｢それならば,まず許可証が必要ですよ｡売るための許可証ですよ｡次に売 り場を探さなけ

ればならないが,それは私の店でいいとして,三番目に食器入れなどを揃えなければなら

ないが,これも私のところで揃えてやろう｡ 四番目は売 り場の保証だが, これも私が して

やろう｡ 第五番目は材料を仕入れなければならないが,お金がないというのなら私が貸 し

てやろう｣

3カ月 もすると売れ行 きもだいぶ良 くなってきたように見えたので私は言 った｡

｢貸 した金はもうだいぶになるが,まあそれはそれとして,別のことなんだが,もう4カ月

ここに住んでいるけれどランプ代 も水道代 もただでやってきた｡売れ行きもよくなってき

たようだか ら,どうかね,部屋代だけでも払 ってほしいんだけどな｣｡すると ｢ちょっと考

えさせて ください｣と彼は言いました｡この男は協会に入ってない世間知 らずの男で した｡

｢あとで妻 と相談 しますので｣

｢何をいってんの｡違 うん じゃないの｡奥さんに相談するようなことじゃないでしょ｡奥さ

んは当然 『それで 1カ月いくら?』ときくで しょうよ｣

｢はい,判 りました｣と言 ったものの,妻に事情を説明するか ら待 ってくれというのです｡

私はもうこりゃあ普通ではないなと恩いました｡

｢あの-｡私の間違いでなければ,私はランプを借 りたわけではなかったんです｣と彼は言

いました｡あーあ, この人は一体何を言 ってるんだろうと恩いました｡

その夜,夫婦はスンブラン [コタキナパルの一地区]に引っ越 してしまいました｡私の

家はまだサ リ･ホテルの近 くにありました｡

それか ら4カ月たって私のところか ら遠 くないところで彼 らは食べ物売 りを始めまし

た｡そうこうするうち,彼は役所に出かけて行 って,

｢私はムサボル ･ゴム園か らコタキナパルにやってきてか らスキマンさんのところで働 き

ました｡そこでは4カ月働きました｡月給は私が 150リンギットで妻が 100リンギットで

すので合わせて 250リンギットのはずで した｡私たちは毎朝 2時に起きて仕込みを始める
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毎日でしたが, 4カ月たってもスキマンさんは給料を払ってくれませんでした｡仕方がな

いので私はそこを辞めたんです｣と言って訴えたんです｡

私は役所に呼び出されました｡旦那たちがたくさんいました｡

｢おまえがスキマンか?｣

｢はい,そうです｡旦那｣

｢わしはおまえのところで食ったことがあるぞ｣

｢はあ,どういうことで?｣

｢わしには判 っておる｡ 嘘をいっても編されはせんぞ｣

｢おまえを訴えておるのがいる｡ その男は前におまえのところに住んでおったというが本

当か｣

｢本当ですが｡それがどうかしましたか?｣

｢その男は4カ月間おまえの手伝いをしたというが,まだ給料を払っていないといってお

る,妻の分 もな｣

｢誰が給料を払うんです? 旦那｡この男は何 も判っていない阿呆ですよ｡気違いです｡こ

の男は我利我利亡者です｡この男は私の家に住んでいながら-センも払わないで出ていっ

たんですよ｡ なんでこの男が私から給料をもらうんです? この男は自分で作った料理を

売るために私のところにいたんですよ｡元手は私が出してやったんですよ,旦那｡陳列棚

を作ってやったとき誰が金を出したか大工に電話 してきいてみてくださいよ｡もし旦那が

どうしても信用できないというんなら｣

｢そうか｡スキマンが言 っていることはほんとうか?｣

｢とんでもない｡うそぽっかりです｣

｢よろしい｡ うそだというんなら証拠を見せようじゃないか｣

翌日,私は証拠を持って行きました｡

｢失礼 します｡証拠を持ってきました｡もしあの男が私のところに住み込みの給料取りだと

いうんでしたらなぜ私にこういう借金があるんですか｡これは4カ月分の間借 り賃の請求

書です｡これを出したらこの男は出て行っちゃったんですよ｡これは店の場所代の請求書,

これは物品代の請求書です｣

｢ほう｡『〇月〇日木炭代未払い』｡『×月×日木炭代未払い』｡『〇月〇日ソバ代未払い』｡は

う,これではスキマンの手伝いとはいえないな｣

｢それはうそです｣

｢よし｡おまえがうそだというんなら裁判所へ行こう｡そうすればもっとはっきり決着がつ

くだろうよ｣

こういう人は本当に困ったもんです｡将来はどうなることやら｡
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やがてその男はケニンガウ [コタキナパルの南方 100キロはどのところにある地域]で

たくさんの牛を飼い,たくさんの土地をもつようになりましたが,養子に ｢サバ ･イスラ

ム協議会｣10)に訴えられ,2年間,獄中生活を送ることになりました｡2年たって戻 ってく

るともう土地 も金 もなくなっていました｡それでサンダカンに行 って しまいました｡サン

ダカンで何をしているやらどこに住んでいるやら判 りません｡哀れな末路というしかあり

ませんが,それもあの男が犯 した罪の報いです｡

あるジャワ人夫婦がいました｡夫は働いていましたが,妻には職がありませんで した｡

子供はいなかったし,夫の収入だけでは十分ではないように思え,気になっていました｡

そこで,

｢どうしてあんたの奥さんは働かないの?｣と訊きました｡

｢そうなんですよ｡ 妻は働 きたがっているんですが,元手がなくて｣

｢何か特技でもないの? 何か商売の｣

｢ええ,金を売 る商売ならできるんですが｣

｢はう,そうかい｡もしおまえがいい人間なら1,000リンギットぐらいの元手を貸 してやっ

てもいいぞ｡ うまく売れればもっと貸 してやってもいいよ｣彼は独身でなく,妻がいるの

で信用できました｡

この土地の人でダ トゥ [Datu,称号]の位を持つ人が 5万 リンギットを貸すか ら店を大

きくしないかといって くれたことがあります｡利子は月に50リンギ ットでいいというこ

とでした｡そのことを妻に話すと,妻は ｢やめて ください｣と言いました｡なぜかと訊 く

と,｢なんであなたは店を大きくしようというの｡今のままで十分よ｡この小さな店でさえ

5人 も人を雇 っているのよ｡ ここでは人を探すのは大変だってこと,あなただってよく

知 っているで しょ｡ インドネシア人あるいはジャワ人なら別だけど｡肉を切るんだって料

理の仕方を教えるんだって本当に覚えが悪いし,ようやくうまくなったかと思 ったら,店

を辞めると言い出す｡それに,田舎の田植えを しなけりゃならないから1カ月の休みを く

れだの,帰 ってきて しば らくするとまた草刈 りがあるか らとか何だとかいって｡ 一体,

ずっと働いて くれるいい人をどこか ら連れて くるつもり? 2カ月たったら一人, 3カ月

たったらまた一人と代わる代わる雇 うなんてほんとに気が滅入 っちゃうわ｡結局,私が懸

命に働かなければどうにもならなくなるわけ｡私たちだけで十分だわ｣｡

10) MajilisUgamaIslam Sabah(MUIS)またはMajilisAgamalslam Sabah(MAIS)で,ムヒッ

ディン･ユシンによれば, イスラーム教育, 断食月の終わりのザカッド (喜捨) の収集と分配,

メッカ巡礼やモスクに関する事柄などを監督する協議会 となっているが,裁判所のような機能 も

持っているようである [MuhiddinYusin1990:82-86]｡
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ⅠⅤ ポモー (呪医)について

子供が病気になっても病院に連れて行かずにボモーのところに連れていく人がいまし

た｡しかし治 らないので病院に連れていくように言 ってやったことがあります｡医者には,

｢ボモーのところに連れて行 ったけれど治 らないのでなどとはいうな｣と言 ってやりまし

た｡病院の診察料が高いから病院に行かないのではないのです｡病院は 1リンギットか 2

リンギットで済むんですから｡

私は,ボモーに診てもらいたいと思 っている人がいたら,そのボモーは何 という人なん

だ,と聞きます｡ うまいボモーだ, というんならちゃんと前 もって約束 してから診てもら

え,と注意 します｡｢もしあんたに病気を治せたら金を請求 してもよい｡もし良 くなったら

いくらいくらはしいといってよい｣と｡ これは必ず言わなくちゃいけない｡そうしないと

たくさんの金を要求されるぞ,と言 ってやりました｡

薬を使 うボモーに診てもらった人がいました｡そのボモーは5種類 も6種類 も薬を出す

んです｡全部で 20リンギットと言いました｡そんな調子で 5回も行 ったら一体いくらにな

りますか｡私だったら2回診てもらって治 らなかったらもう二度とそこにはいきません｡

Ⅴ イスラーム信仰について

彼の信仰については既に触れてきたところであるが,サバに住んでいる別のジャワ人 (ムル

氏)の信仰についての彼の見解を紹介 しておこう｡ ムル氏は筆者に次のように語 った｡

私は今 75歳です｡人間というものは,ジャワ人の考えでは,誰 もが同じというわけでは

ありません｡｢学 (elmu)｣を持 っている者と無い者では違います｡｢学｣のある者は長 く耐

えられるのです｡つまり寿命を延ばすことができるんです｡｢学｣の無い者は70歳まで生

きられない｡人によっては50歳で死ぬこともあるんですよ｡なぜかというと何 も学んでい

ないからです｡学ぶということは,鍬を使 って耕 し,植物を植えることと同 じで,亡 くなっ

た祖先の霊と交わることで,そうすれば寿命を延ばすことができるんです｡

｢祖先の霊と交わることで--･寿命を延ばすことができる｣という彼の言葉を筆者は祖先の

霊に向かって長寿を祈願すると解釈 した｡というのは,そうした信仰がジャワにはあるからで

ある｡ たとえば筆者が調査 したヨクヤカルタ特別区のある農村では次のような祈 りの言葉が父

親の墓の前で唱えられていた｡｢あなた (父) の御霊が生前になさった善行にふさわしく, ア
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ラーの御前 に招かれます よ うに｡ この世 に残 されたあなたの子供 と孫 に祝福 をお与 え くださ

い｡ どうか家族一同に強い信仰 と十分な衣食をお与え ください｡そ して健康 と平和をお与え く

ださい｡ この世 にいるあなたの子供 と孫がいっ も幸せで平穏な生活を送れますように｣[染谷

1993:188]

このようなムル氏の信仰 に対 してスキマ ン氏 は次 のよ うに述べた｡｢祖父 はまだ生 きている

ときにこそ,孫を教育 した り,長生 きで きるように教え られるものです｡一緒 に長生 きで きる

ように祈 った りもします｡ しか し死んで しまえば もう孫のために何 もで きない｡孫 にで きるこ

とといえば祖父が神に受 け入れ られ,天国に迎え られるように祈 ることぐらいです｡祖父がよ

いところに迎え られるように祈 ることはよろ しい ｡ しか し,祖父 に年齢を延ば して くれ と頼む

のはよろ しくない｡それでは多神教 (syirik)にな って しまう｡つまり彼 は神を信 じていないこ

とになる｡ 彼 は神 に寿命を延ば しては しいとか,何かを望んでよい ｡ しか し死んだ祖父 に望む

のは間違 っている｡ これは私の考えです｣｡

(ジャワで は墓石 に手 を合わせ,死者 に願 い事を神 に取 り次 いで もらう習慣があるがそれに

ついてどうお考えか とい う筆者の質問に対 して)｢墓で祈 るのは死者が神 に受 け入れ られ るこ

と,生前 に犯 した罪が許 され,拷問の罰 に会わないように,そ して神か らよき場所を与え られ

るためです｡ もし彼がイマームを礼拝すれば祈 りは神 に届 きます｡ イマームに礼拝を しなけれ

ば祈 りは神 に届 きません｡ もし祖父の霊 に寿命を延ば してほ しいなどと願 うとした らそれは神

を信 じているとはいえない｡神 は怒 るだろう｣｡そ して ｢ムルはイスラーム信仰が弱い人だ｣と

つけ加えた｡11)

ll) ムル氏は先の言葉に加えてさらに次のように語った｡ ｢ジャワ人にとって若い頃はたくさん学ぶこ

とがあるんです｡何を学ぶかというと,『学』です｡楽しいことといえばそれは 『学』です｡寿命

を延ばすんです｡何のための 『学』ですか｡それは聖なる道のためです｡ それは他人のものを盗

むような行いとは違います｡『学』 があれば他人のものを盗めなくなるのです｡『学』 があれば盗

むなどということを望まなくなるからです｡『学』があれば富や衣食をたやすく得られます｡寿命

を延ばすことができます｡全能の神によって｡この教えは私がまだジャワにいた頃に祖父から教

えてもらったものです｡私は毎朝 4時にこういう祈りを唱えます｡それはこうですよ｡『ビスミ

ラー･ロフマ二･ロヒム (慈愛ふかく慈愛あまねきアラーの御名において)｡我が母,兄姉と弟妹

たち,神の喜びと平和あれ｡ アラーの他に神はなし｡ モ-ンマドは預言者｡ これは祖父のため,

これは兄弟のため, おのおのがその始源と神に従うゆえに｡今日にいたるまであなた (祖父)が

送ってくれた導きを忘れません｡道をきわめるべLというあなたの教えを忘れません｡丈夫で長

生きできるようお願いしなさいとあなたは教えてくださいました｡ いと高く絶大なる神に感謝』｡

そして右,左,真ん中の順に息を吐くんです｣｡

これからすると彼は必ずしも祖父に向かって長寿を祈願 しているわけではない｡むしろ祖父

(の教え) を仲立ちとして神に祈願 していると解釈できる｡ ｢亡くなった祖先の霊と交わる｣ とい

うことを (祖父 (の教え)を思い起こすこと)と解釈すれば,長寿祈願はむしろ神に向かってして

いるということになる｡そうだとすれば亡き祖父の霊に向かって長寿を祈願 していたとする筆者

の解釈は間違いということになろう｡とはいえ,祖霊に祈願するという信仰がジャワにある事実

は動かないし, それがムル氏のいう ｢祖先の霊と交わる｣ ということと同義であるという解釈も

依然として可能であり,ここではスキマン氏の批判の通り,ムル氏の信仰は多神教としておこう｡
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考 察

スキマン氏は生まれつき利発で行動的な人だったと思われるが,ジャワ海域世界特有のイス

ラーム的 ･企業家的文化12)が少年時代の彼をさらに篤信で勤勉な人物に育て上げたと考えられ

る｡

彼の精神を形づ くった最 も大 きな要素がイスラーム信仰であったことは疑いをいれない｡そ

のことは,借家の幽霊を ｢ヤシンの書｣を読んで遠ざけたり,異民族同士の結婚における心構

えや酒に溺れたカダザンの男を説得 した場面,あるいはボモーに関する見解などに明 らかであ

ろう｡ さらに, 7歳になる彼の孫がコーラン読詞では近所の子供たちの中で もリーダー格に

なっている事実 もっけ加えておこう｡ いうまでもなく,それは彼の指導の結果である｡ なお,

墓石の前で手を合わせ,願い事を神に取 り次いで くれるよう祖霊に懇願する信仰は少なくとも

ヨクヤカルタ地方などに存在する｡彼はそれを漬神的行為だと断定するが,山域世界と海域世

界の文化的相違を見るように思 う｡ 彼が信仰の弱い人といったムル氏 もヨクヤカルタ地方の出

身であった｡

ここでいう山域世界 とはヨクヤカルタやソロ (ならびに東部 ジャワのクディリやマランなど

を含めてもよい)など山岳で囲まれた,古来より水田耕作を基盤に栄えた諸王国の地域である｡

これらの王国はスメル山を中心に置 くヒンドゥー ･仏教的宇宙観のもとに形成 された｡筆者は

ジャワの諸王国が (デマックなどの海域国家を除いて)基本的に内陸の山岳地帯に興 ったのは,

シャイレンドラ (山の王) という王国の名称が象徴するように,山を志向する宇宙観によるも

のではないかと考える｡土屋は ｢なぜ 16世紀 くらいにジャワの政治的経済的中心がジャワ北岸

の港から再び内陸に戻 って くる｣[田中他 1993:482]のかがわか らないと疑問を呈 している

が,根強いヒンドゥー ･仏教的宇宙観が遷都の理由の一つであったと考えられないだろうか｡

もちろんデ ･フラーフとどジョーが指摘 したように,北海岸の交易国家間の争い,ポル トガル

の進出, あるいは内陸の山岳が防衛上有利であったなどの現実的な理由もあった [DeGraaf

andPigeaudTH.1985:302-303]｡13)

ジャワの山域国家は土屋のいう ｢荒ぶる海｣[田中他 1993:482]を南に配置 し,他の方角

に山岳を置 く地域で成立 した｡ この山域国家はジャワ海の彼方か ら北海岸を経由して入 って く

る仏教 ･ヒンドゥー教 ･イスラム教などを伴 った大文明を集積 し,混交 し,独特の文明へと練

磨 した｡それは東南アジア文化の一つの高嶺 となった｡その高みか らその文明はジャワの他の

12) Feith,H.[1962:30-32], レッグ [1984:194]を参照｡

13) 海域世界 と山域世界についての詳細 は染谷 [1995]を参照されたい｡
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地域へと溢れ出た｡否,ジャワだけではない｡今やインドネシアの他の地域はもちろんマレー

シアにも及んでいるのである｡

スキマン氏は合理精神の持ち主でもあった｡実害を引き起こさない幽霊だとはいえ,彼には

幽霊屋敷を借 りる勇気があった｡彼は安い家賃で家を借 りようとしたのであるから ｢合利｣精

神も持っていたといえる｡ ここでは企業家的海域世界の人間としての強みを発揮 したといえよ

う｡ 冷静に物事を観察 し,哩 (ことわり)を明確に把握する彼の合理精神は日本の軍人に仕え

たときにも発揮された｡彼は日本の ｢やりかた (アダット)｣を見抜き,あまり殴られずに済ん

だと言っている｡ おそらくこうした態度はイギリス人や中国人あるいはカダザン人に対 しても

発揮されたにちがいない｡中国人会の会長との交際あるいは飲み物を売っていた商売仲間の中

国人店主 (この人物はのちにホテルの所有者となった)の忠告に従って ｢食品販売許可証｣を

取得 した話,(借金で事業を起こし,拡大 していく)中国人企業家の行動様式に関する彼の見解

そして現地人っまりカダザン人のでたらめな経済行動に関する彼の見解などにもそれをうかが

うことができる｡ 彼においてはイスラーム信仰と合理精神は矛盾することなく併存 している｡

マレーシアという外国の中で, しかも文化的にはかなり異なるカダザンの人々が多い地域の

中で,インドネシア人あるいはジャワ人という異邦人としてしかも少数者として共生するには

自己管理が不可欠である｡ 彼は ｢恥ずかしい｣という言葉をよく使う｡ 現地人にどう見 られて

いるかは彼が最 も気を付けてきたことの一つであった｡彼は協会を作ることによって集団的に

自己を管理するとともに,その協会が何 ら政治性を持つものではないことを強調 し,インドネ

シアとマレーシアの微妙な関係に配慮 してきた｡協会の創立と維持運営にあたっての彼の献身

的な努力は,その日暮らしの域を出ようとしないインドネシア人の仲間や博打で身を持ち崩 し

ている仲間を救済するためだけではなく,異なった文化の所有者と共生 していくためでもあっ

たのである｡他者への配慮 (ジャワ語でtepasliraという)を怠 らず,いざこざを好まないジャ

ワ文化の一側面を表現 しているといえる｡

彼は日本軍による強制を志願へと転換 した｡そうすることで自らのうちに自発性と積極性を

確保 し,墓掘りの監督を任命されたことが示すように,前進の可能性を残 した｡彼は,抗いが

たい強制のもとで主体性を確保 し,限られた範囲とはいえ自由で前向きに生きようとしたした

たかな知恵,逆境を順境に転換 した知恵を発揮 したのである｡ 彼はまた, (ゴム園に駆 り立て

る)植民地政府からの反人道的強制に対 して (老人や児童という弱者を抱えた)家族からの人

道的強制を対置 し,支配者に向かって後者の優位性を迫ったのであった｡すでに植民地主義の

反人間性が暴露されていた 1949年頃のことであるから時代背景が彼に有利に働いたことはい

うまでもない｡彼は植民地主義の権力と戦い,勝ったのだといってよい｡なぜなら自らの自由

を確保 し,ここでも前進の可能性を残 したからである｡ 逆境を順境に転換 したもう一つの例で

ある｡
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ジャワ人の人類学者 ラクソノによれば,ジャワ人は,東に対 して西 というように常に異なっ

たものとの対比でものを見ている,という [Laksono1985:70;1986:65]｡異なったものとの

対比でものを見るのは人間の認識の基本であるからとりわけジャワ人だけの特徴とはいえない

が,意識 レベルに近いところで常にそうした認識方法をとっているのであれば,14)強制に対 し

て志願を,権力による強制に対 して家族による強制を対置することは難 しくはないのだろう｡

｢成功の秘訣は何でしょうか｣という筆者の質問に対 して彼は,第一に,神に全てをゆだねる

こと,第二に,正 しいと確信 した ら敢然 と行動すること,第三に前進のために戦 うことだと

言った｡彼の人生がこうした信条に沿 ったものであったことは明らかであろう｡

お わ U に

恥をかかないように行動 し,仲間を導いてきた彼の目に,強制連行や給与未払いを忘れたか

のように振る舞 う日本政府と日本人はどのように映っているのであろうか｡彼 らがかって,香,

今でも ｢日本に捨てられたごみ (SampahJepun)｣と現地人に蔑まれている事実を日本政府 も

日本人 もどう受けとめたらよいのだろうか｡筆者がコタキナパルに滞在中,彼 らは在 コタキナ

パル日本領事館を訪れ,補償要求を行った｡領事は, 日本政府が賠償金を払 ったことですでに

国家間の補償は終わっているという公式見解を述べた｡彼 らは ｢しか し私たちは何 も受け取 っ

ていない｣と述べ,不満を表明 したが,会見はそれで終わった｡領事は最後に彼 らの来訪があっ

たことだけは本省に報告すると約束 した｡ しか し,残念なことに,その約束が果たされていな

いことを筆者は後 日確認 した｡

紙幅の関係でスキマン氏のスカルノ観や旧秩序と新秩序に対する彼の興味深い見解,そして

スキマン氏以外のジャワ人のライフ ･ヒス トリーを扱 うことができなかった｡いずれ別稿でと

りあげたい｡

追 記

本稿で取り扱った資料は平成3年度日本学術振興会東南アジア学術交流事業 (研究課題 :マレーシアに

おける社会経済変動と文化変容)および平成4･5年度文部省科学研究費補助金 (国際学術研究)(研究課
題 :ボルネオにおける社会経済変動と文化的適応,研究代表者 :宮本勝)による実地調査で得たものであ

る｡なお,一連の調査にあたっては,立本成文教授,パトリシア･レジス前サバ博物館館長はか多くの方々
にお世話になった｡ここに感謝の意を表す｡

14) 筆者の経験ではジャワの人々はどこにいようとも東西南北を常に意識しているように思われる｡

たとえば,道順を教えるようなときでも ｢右に曲がって｣などという相対的表現よりも ｢東に向
かって (ngetan)｣といった絶対的表現を用いる｡ 5曜日による日の捉え方も同様であろう｡
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